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植田弥生＊・辻誠一郎＊：粟津湖底遺跡における

縄文時代早期の木材化石群

YayoiUEDA＊andSei-ichiroTsuJI＊：WoodFossilAssemblagesof

theEarliestJomonPeriodattheAwazu-koteiSite，

SouthernmostofLakeBiwa,CentralJapan

要旨粟津湖底遺跡の縄文時代早期（9500年前前後）自然流路内堆積物から得られた木材化

石は組織解剖学的に落葉広葉樹の12分類群に同定された。木材化石群はコナラ属コナラ節幹・

枝材の最優占，およびわずかなコナラ節とイヌエンジュ根材の産出で特徴づけられる。木材化

石群の樹種構成と産状は,遺跡とその周辺にコナラ節を主要素としイヌエンジュやヤナギ属･モ

クレン属・ニガキ・モチノキ属・クリなど数種からなる温帯性の落葉広葉樹林が成立していたこ

とを示す。このことは遺跡とその周辺の森林植生は植物食糎資源としてのブナ科堅果類に富ん

でいたことを示唆する。

キーワード：粟津湖底遺跡，完新世，コナラ属コナラ節，縄文時代早期，琵琶湖，木材化石群

AbstractFossilwoodsobtainedfromthenaturalcreeksedimentsdepositedintheEarliest

JomonPeriod(Ｃａ,９５００yearsago)atAwazu-koteiSitewereanatomicallyidentifiedtol2

taxaofthedeciduousbroad-leavedtrees、Thewoodfossilassemblageswerecharacter‐

izedbyapredominanceofQz4e７℃Z《ssect.Ｐγ力Ｚｚ４ｓｔｒｕｎｋｏｒｓｈｏｏｔａｎｄａｓｍａｌｌａｍｏuntof

Qz4g”z4ssect.Ｐ'ai"z4sandﾉVazc1b血α”〃"s2svar,６z4g呼減roots，Thespecificcomposition

andoccurrencesofthewoodfossilassemblagesshowedatemperatebroad-leavedforest

composedofmainlyQ〃e”z‘ssect.Ｐγ力2脚S，MZg"0ﾉわ，SZzﾉfX,〃c旅zs柳ａ９ｚｲzzsj0/火S，ｊ"ZzaﾉｾｊＺｚ

ａ加況だ"szsvar．”g7gEが/，ａｎｄＱｚｓ虹”ｅａｃ”"α〃．Itwassuggestedthatthereconstructed

forestvegetationinandaroundtheAwazu-koteiSitewasfruitfulinfagaceousnutsasa

foodforJomonpeople・
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はじめに

琵琶湖南端に位置する粟津湖底遺跡は，琵琶湖総合開発の関連事業遂行のため1990.1991両年度，滋賀

県文化財保護協会によって発掘調査が行われた。その結果，縄文時代早期および中期を主とする人間の生

業に関する膨大な資・試料が得られ，縄文時代の生業活動を復元する上できわめて重要な遺跡であること

が明らかになった｡筆者らは,発掘調査に並行して行われた遺跡および周辺域の環境復元の調査に参加し，

縄文時代早期の自然流路内の木材化石群の産状と樹種構成を検討することができた。この自然流路内の堆

積物からは多量の縄文時代早期の土器群や，クリの果皮を主体としヒョウタンの種子･果皮，篭状編み物，

縄，紐，加工木など人為的に廃棄された「クリ塚」と称される遺物包含層が発見され，火山灰層序と加速

器年代測定による編年も加えられるなど，縄文時代早期の自然環境と人間の生業を総合的に復元するため

の資料が得られている。その結果は概要報告書（滋賀県教育委員会文化部文化財保護課。（財)滋賀県文化

財保護協会編，1992）に盛り込まれているが，木材化石群については辻ほか(1992)によって花粉化石群・

大型植物化石群とともに簡単に紹介されただけである。筆者らとは別途に採取された縄文時代早期と中期
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の木材化石の樹種同定の結果が伊東(1993)によって記載されたが，遺物と関連して取り上げられた断片的

な資料にとどまっている。そこで小論では，木材化石群の樹種構成を記載し，その意義について若干の考

察を加えた。近江盆地では縄文早期のまとまりのある木材化石群は他に知られていないため，当時の自然

環境や人間と自然のかかわりを考える上で有益な資料になると思われる。

調査・研究の機会を与えられた滋賀県文化財保護協会と発掘調査にあたられ現地でのご指導をいただい

た調査員の方々，現地での木材化石採取に協力いただいた金沢大学大学院の寺田和雄氏，樹種同定に際し

ご指導くださった農林水産省森林総合研究所の能城修一博士に感謝いたします。

2．調査地および試料と方法

１)遺跡の概要

粟津湖底遺跡(およそ北緯34.59'，東経135°54'30")は琵琶湖南端の瀬田川の流出口に近い水面下2～3ｍ

の湖底に位置する（図１)。1990.1991年度の発掘調査では縄文時代早期から中期にかけての遺構･遺物包

含層が検出されたが，その主要なものは，縄文時代早期の自然流路内の「クリ塚」を含む植物遺体・遺物

包含層，および縄文時代中期の主に淡水貝・獣骨・植物遺体からなる貝塚である。

調査区内に分布する堆積物の層序は那須・松淫(1992)によって記述されており，上位からＡ～Ｔ層に区

分されている。調査区内の地層は基本的には北から南あるいは北東から南西に向かってゆるく傾斜する砂

層および砂喋層であり，Ａ～Ｃ層，Ｅ～I層，およびＴ層が主体をなしている。図２は層序を模式的に示し

たものである。縄文時代の遺構･遺物はＳ層～Ｃ層に包含されるが，そのうち早期の遺物はＳ層～Ｈ層に

包含される。Ｋ層は層厚約２ｃｍで白色・極細粒火山ガラスを主とし，「粟津火山灰層」と呼ばれた。この

火山灰層は広域テフラの可能性が高いが，対比には問題点が残されている（那須，1994)。

縄文時代早期の遺物包含層のうちＰ層とＬ層の植物遺体について加速器質量分析法を用いた放射性炭

素年代測定が行われ，以下の測定値が得られている(辻ほか，1992)。Ｐ２層の｢クリ塚｣から採取されたヒョ

ウタンの種子６粒は9600±110ｙ､BP，クリ属の果皮破片数個は9330±160ｙ・BP，ヒシ属の果皮破片数個

は9380±ｌ１０ｙ.ＢP，コナラ亜属の果皮破片数個は9290±140ｙ､ＢＰである。ヒョウタン種子が約9600年

とやや古いが，他は約9300～9400年とまとまっている。また，Ｋ層すなわち｢粟津火山灰層｣直下のＬ層

から採取したヒシの果皮数個は9230±110ｙ,ＢＰであった。

２)試料の採取と樹種同定の方法

136
◎

図１粟津湖底遺跡の位慨図（＊印）

Fig.１LocalitymapoftheAwazu-koteiSite（＊sign）
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図２粟津湖底遺跡の基本層序（那須・松漂1992から引用）

図右端の黒三角印は木材化石を採取した層準

疏9.2StandardstratigraphyofAwazu-koteiSite（fromNAsu＆MATsuzAwA,1992）
Theblacktrianglesignsontherighｔｏｆｔｈｅｆｉｇｕｒｅｓｈｏｗｔｈｅｈｏｒｉｚｏｎｓｏｆｆossil
woods．

1７

採取された木材化石は計136点である。その内訳は，Ｔ層から３６点，Ｒ層から９７点，Ｐ２層｡Ｌ層･I層

からそれぞれ１点である。現地では可能な限り輪切りの木材標本を採取したが，大径木については部分を

採取した。検鏡用プレパラート（スライド標本）は，剃刀で切り取った横・接線・放射断面の３方向の切

片をガムクロラール（抱水クロラール５０９，アラピアゴム粉末４０９，グリセリン２０ｍｇ，蒸留水50ｍlの

混合物）で封入して作成した。木材化石の証拠標本およびスライド標本には標本番号（ＹＷ－Ｎｏ.）を記し，

大阪市立大学理学部生物学科植物分類学研究室に保管してある。なお，木材化石を採取したポイント・層

位・標本番号を図３に示した。

3．結果

１)産状と樹種構成

粟津湖底遺跡の縄文時代早期の遺物包含層から産出した木材化石１３６点の樹種同定結果を表１に示す。

同定結果を総合すると，コナラ属コナラ節が９７点で最も多く，ヤナギ属６点，モクレン属４点，クリ・ニ

ガキ・モチノキ属が各３点，ハンノキ属ハンノキ亜属・ブナ属・イヌエンジュ・マタタビ属・グミ属・ム

ラサキシキプ属が各１点であった。このうちコナラ属コナラ節２点とイヌエンジュ１点は根材であり，あと

のすべては枝・幹材であった。モチノキ属は木材組織からは落葉性か常緑性かは判断できなかった。これ

以外の樹種はすべて落葉広葉樹であった。なお，辻ほか（1992）でアカガシ亜属の枝材および根材と同定

した２点，およびヤマグワの根材と同定した１点は，その後の検討によってそれぞれ，コナラ属コナラ節

の根材およびイヌエンジュの根材に再同定され，また，不明の散孔材としたものはブナ属に同定されたの
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で，ここで修正しておきたい。

Ｔ層から産した木材化石は，Ｔ層から産した木材化石は，調査区東北縁の葉理が発達する粘土・シルト互層からまとまって産したも

のと，粘土･シルト層前後の篠層からまばらに産したものとがあるが，いずれも直径10～50ｃｍにおよび，

南一北あるいは南西一北東方向に堆積したものが多かった。各所から得られた３６点の木材化石はコナラ

属コナラ亜属コナラ節Ｑｚ妃?”ssect.Ｐ満jｸz〃sが３２点で最も多く，ハンノキ属ハンノキ亜属Ａ〃z心sUbgen．

Ａ〃zZs，クリCZzs”ｇａｃ”"α舷，ブナ属Ｆ上Zg呪s，イヌエンジュルIZzac灼血α"zz",zs2svar,６〃g噌浬流が各１点

であった。このうち標本ＹＷ－３３８とＹＷ－３３９の２点は遺跡の北東縁で採取されたもので，直径約５０ｃｍ，
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表１粟津湖底遺跡の縄文時代早期の木材化石の同定結果
ＴａｂｌｅｌＬｉｓｔｏｆｉｄｅｎｔｉｆｉｅｄｔａｘａｏｆｆｏssilwoodsobtainedfromthesedi‐

mentsintheEarliestJomonperiodatAwazu-koteiSite

３
３

109

２

３

Horizon

粟津湖底遺跡における縄文時代早期の木材化石群（植田弥生・辻誠一郎）

Taxon ＴＲＰ２ＬＩＴｏｔａｌ

長さ約３ｍの大きな倒木である。両者は約１ｍ離れ，流路と同じ南北方向に横たわり，根本を北に向けて

堆積していた。ＹＷ－３３９の根本付近は焼けこげており，人為が関わった可能性もある。

Ｒ層からの９７点の木材化石は，Ｓ層がＴ層を不整合に覆う調査区中央部一帯の淘汰の悪い暗灰褐色泥

質堆積物中に密集していたものである。これらは直径が1～10ｃｍで，堆積の方向は一定していない。同定

の結果，７８点がコナラ属コナラ節で，うち２点は根材であった。その他にヤナギ属Ｓ上z雄６点，モクレン

属/MZZgｿ００/jZz4点，ニガキ厨cms"za9zazssioi火ｓとモチノキ属〃“各３点，クリQzs”ezzc”α如２点，

グミ属Ｅ"gzzg72z4sl点が同定された。

Ｐ２層からの１点は直径１．５ｃｍの小枝で，ムラサキシキプ属Ｑｚ"たαゆαであった。

「粟津火山灰層」直下のＬ層から採取した直径２ｃｍの小枝はマタタビ属Ａα"/”であった。

Ｉ層からの直径約20ｃｍの１点は調査区西端トレンチ中央部において見出されたもので，小溝を埋積す

る砂層中に小溝に平行に横たわっていたものである。これはコナラ属コナラ節であった。

２)木材組織の記載

①ヤナギ属SZzﾉなSalicaceaeFig､4-1～３（YW-1353幹・枝材）

小型（55～75浬、）の管孔が主に単独，そのほかに放射方向あるいは斜めに２～3個が複合し，均一に分

布する散孔材でピスフレックがある。年輪界付近で管孔は直径が急速に減少し，小さな四角形となり塊状
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ｌｌｅｘ（S）
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図４木材化石の顕微鏡写真Ｉ
1-3:ヤナギ属(YW-1353幹・枝材)．4-6:ハンノキ属ハンノキ亜属(YW-1275幹・枝材)．7-9:ブ
ナ属（YW-1403幹・枝材)．1,4,7:横断面×40.2,5,8:接線断面×100.3,6,9:放射断面×200．

Fig.４Photomicrographsoffossilwoodsl
l-3:Ｓｔｚ雄(YW-1353trunkorshoot)．4-6:Ａ〃“subgen.Ａ〃z2fs(YW-1275trunkorShoot)．
7-9：F1ZgZ鰯（YW-1403trunkorshoot)．１，４，７：crosssections×４０．２，５，８：tangential
sections×１００．３，６，９:radialsections×200.
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図５木材化石の顕微鏡写真１１

10-12：コナラ属コナラ節（ＹＷ－４８２幹・枝材)．13-15：コナラ属コナラ節（YW-1341根材)．１６

－１８:コナラ属コナラ節（ＹＷ－１２８９根材)．10,13,16:横断面×40.11,14,17:接線断面×100.12,
15,18:放射断而×200．

Ｆｉｇ．５PhotomicrographsoffossilwoodsIＩ

10-12:Ｑｚ"”iIfssect・Ｐ７伽zfs（YW-482,trunkorshootwood)．13-15:Ｑ"”czfssectPだ"z‘ｓ
（YW-1341,rootwood)．16-18:Ｑ"97”ssect.Ｐﾌ伽況ｓ（YW-1289,rootwood)．10,13,161
crosssections×４０．１１，１４，１７：tanRentialsections×１００．１２，１５，１８:radialsections×２００．

粟津湖底遺跡における縄文時代早期の木材化石群（植田弥生・辻誠一郎）
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に複合する。道管の穿孔は単一で，壁孔は交互状で壁孔の輪郭は菱形をなす。内腔にはチロースがある。

木部柔組織は不顕著である。放射組織は単列異性で，平伏細胞と直立細胞が混在して連なり，道管との壁

孔は開口が四角から円形で大きく交互状に密在する。横断面において髄は円形で，薄壁で多角形の細胞か

らなる。

②ハンノキ属ハンノキ亜属ＡＩ”z‘ssubgen.Ａ〃zfSBetulaceaeFig､4-4～６（YW-1275幹・枝材）

小型（40～50浬、）の管孔が単独あるいは２から複数放射方向に複合して均一に分布する散孔材である。

管孔の直径は年輪内ではあまり変化しない。道管の穿孔は横棒の数が20本前後の階段状で,壁孔は小型で

交互状に密在する。木部柔組織は散在状・短接線状である。放射組織は同性で，単列と集合状のものがあ

り，道管との壁孔は非常に小型で交互状に密在する。横断面では集合放射組織の部分で年輪界が樹心方向

にひきこまれる。横断面において髄は三角形またはＹ字形，厚壁・円形でほぼ同径の細胞からなる。

③ブナ属FlZgz4sFagaceaeFig､4-7～９（YW-1403幹・枝材）

小型(40浬、）の管孔が単独あるいは2～3個が複合して散在する散孔材で晩材部に移行するに従って管

孔の分布密度は少なくかつ直径は小さくなる。道管の穿孔は単一と横棒の数が10～15本前後の階段状で

ある。道管の壁孔は小型と放射方向に長径を持つ壁孔が混在し対列状に並ぶ。内腔にはチロースがある。

木部柔組織が散在する。放射組織は１～１０細胞幅で上下端が方形細胞よりなる異性で，道管との壁孔は開

口が大型のレンズ状で階段状に並ぶ。横断面において髄は円形で，厚壁の細胞からなる。

④コナラ属コナラ亜属コナラ節Ｑｚ‘g”z4ssubgen．Ｑ"g〃z4ssect．Ｐ'1i”z4sFagaceaeFig、5-10～１２

（ＹＷ－４８２幹・枝材)，Fig.5-13～15(YW-1341根材)，Fig.5-16～18(YW-1289根材）

枝･幹材：年輪の始めに中型(100～130浬、）の管孔が1～3層配列し，孔圏外で急に径を減じ年輪界に向

かうにつれ更に管孔は小さく多角形になり火炎状あるいは放射状に配列する環孔材である。管孔はほとん

ど単独で，中型の管孔は周囲仮道管に囲まれ，内腔にはチロースがある。道管の穿孔は単一で，壁孔は対

列状～交互状である。木部柔組織は散在状・短接線状で多い。放射組織は同性で，単列のものと広放射組

織がある。広放射組織は標本により集合状だけのもの，複合状だけのもの，集合状と複合状の両方が見ら

れるものがあった。放射柔細胞と大道管との壁孔は，縦長の大きな壁孔が柵状に配列，小さな壁孔が対列

状・交互状あるいは不規則に配列しているところも見られた。横断面において髄は五角形をなし，厚壁で

直径の小さな細胞よりなる。

根材：中型(１００～200座、）の管孔が少しづつ径を減じながら単独で放射方向に配列し，年輪界でやや径

を減じ，孔圏部と孔圏外の区別は不明瞭であり，年輪界も不明瞭である。枝・幹材に比べて道管の直径と

放射組織の幅がやや大きい｡YW-1341は樹皮の付いた直径0.7ｃｍの材で中心部に髄はなく，広放射組織は

見られなかった。

⑤クリQzs””ｃ"〃α舷SIEB､etZucc,FagaceaeFig､6-19～2１（ＹＷ－３４７幹・枝材）

年輪の始めに中型(140～150浬、）の管孔が単独で密在して１列に並び，その後順次径を減じてゆき晩材

部では薄壁で円形または多角形の小型の管孔が火炎状に配列する。道管の穿孔は単一で，壁孔は小孔が交

互状に配列し，内腔にはチロースがある。周囲仮道管が大型の道管の周囲にあり，木部柔組織は散在状・

周囲状に分布する。放射組織は平伏細胞のみからなる単列同性であるが，時に上下端の細胞は方形細胞に

なる。放射組織と道管との壁孔は開孔が大きく円形または楕円形で対列状・階段状・柵状に配列したもの

があり，これらの配列が一分野に混在していることもある。横断面において髄は十字形で，直径の小さな

厚壁な細胞からなる。

⑥モクレン属MZg"oJjtzMagnoliaceaeFig,6-22～2４（YW-1338幹・枝材）

小型(50～70ﾉL(、)で薄壁の管孔が単独あるいは2～数個が複合して均一に散在する散孔材である。管孔の

直径は年輪内であまり変化しない。道管の穿孔は単一で，壁孔は階段状である。繊維が多く，ターミナル

柔組織が顕著である。放射組織は２細胞幅で，上下端の１層が方形細胞からなる異性で，道管との壁孔は

円形またはレンズ状で対列状～階段状に配列する。

⑦イヌェンジュMzzzcﾉ城ｚα””刀sfsRupr・etMAxIM・var．”e71gEが（MAxIM.）Ｃ、Ｋ・ScHN・

LeguminosaeFig､6-25～2７（ＹＷ－３４７根材）

根材：年輪の始めに中型(120～150〆、）の管孔が分布し，徐々 に径を減じてゆき，晩材部ではごく小さ

な管孔が多数塊状に複合して分布する環孔材である。孔圏部の中型の管孔は主に単独であるが，２～3個が
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図６木材化石の顕微鏡写真IIl

l9-21:クリ(YW-1267幹・枝材)．22-24:モクレン属（YW-1338幹・枝材)．25-27:イヌエンジユ

（YW-347根材)．19,22,25:横断面×40.20,23,26:接線断面×100.21,24,27:放射断面×200．
Ｆｉｇ．６Photomicrographsoffossilwoodsm

l9-21：Qxsfα"gα”'zaZtz（YW-1267trunkorshoot)．22-24:MZg"o"（YW-1338trunkor
shoot)．25-27：Mzzz醜”α”２２‘彩泥szsvar､buergeri（YW-347rootwood)．１９，２２，２５：cross
sections×４０．２０，２３，２６：tangentialsections×100.21,24,27:radialsectins×２００．

粟津湖底遺跡における縄文時代早期の木材化石群（植田弥生・辻誠一郎）
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図７木材化石の顕微鏡写真Ⅳ

28-30:ニガキ（YW-1307幹・枝材)．31-33:モチノキ属（YW-1380幹・枝材)．34-36:マタタビ

属（YW-1383幹。枝材)．28,31,34:横断面×40.29,32,35:接線断面×100.30,33,36:放射断
面×200．

Ｆｉｇ．７PhotomicrographsoffossilwoodslV
28-30:魔c7妬沈α”αssio趣eｓ（YW-1307trunkorshoot)．31-33:ＩＺ２Ａ‘（YW-1380trunkor
shoot)．34-36:Ａα””（YW-1383trunkorshoot)．28,31,34:crosssections×40.29,32,
35:tanRentialsections×１００．３０，３３，３６:radialsectins×２００．
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接線状や放射状あるいは斜状に複合し，晩材部では小型の管孔が塊状に集合する。周囲状の木部柔組織が

顕著である。道管の穿孔は単一で，壁孔は対列状～交互状で密在する。小道管に明瞭ならせん肥厚がある。

道管の内腔には褐色の充頒物がある。放射組織は異性で，１～5細胞幅で上下端や縁辺に直立細胞や方形細

胞があり，道管との壁孔は小孔で対列状～交互状に密在する。

⑧ニガキPjc'zzs畑α”αss城叱ｓ（D・DON）BENSimaroubaceaeFig､7-28～3０（YW-1307幹・枝

材）

年輪の始めに小型～中型(50～120〆、)の管孔が単独で密に並び，その後徐々 に径を減じながら単独また

は2～3個が接線状･放射状･斜状に複合し散らばる様に分布する環孔材である。年輪の後半の小管孔の外

形は多角形であるが壁が厚く内腔は円形である。木部柔組織は早材部では周囲状，晩材部へ移行するに従

い帯状，そして晩材部では小管孔を囲む顕著な連合翼状をなし，接線断面で見ると層階状に配列している

のがよくわかる。道管の穿孔は単一で,壁孔は対列状に密在する。放射組織は1～4細胞幅で異性で背が高

く不斉で，道管との壁孔は小孔が対列状に密在する。ニガキの放射組織は同性であるが，本標本は異性で

図８木材化石の顕微鏡写真Ｖ

37-39:グミ属（YW-1306幹・枝材)．40-42:ムラサキシキブ属（ＹＷ－４８０幹・枝材.)．37,40:横
断面×40.38,41:接線断面×100.39,42:放射断面×200．

Ｆｉｇ．８PhotomicrographsoffossilwoodsV

37-39:Ｅ肱g《Zg邦郡ｓ（YW-1306trunkorshoot)．40-42:αz砿αzゆ〃（YW-480trunkorshoot)‘
３７，４０:crosssections×４０．３８，４１:tangentialsections×100.39,42:radialsectins×２００．
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あった。小枝では同性の樹種であっても異性であることがしばしば観察され，本標本も直径約７ｍｍの小

枝なので異性であるがニガキと同定して矛盾はないと判断した。横断面において髄は円形で，薄壁の細胞

からなる。

⑨モチノキ属〃ExAquifoliaceaeFig,7-31～3３（YW-1380幹・枝材）

小型(40～50ﾉｕｍ)で薄壁の管孔が年輪の始めは単独で,その後は単独あるいは放射方向に２～数個が集塊

状に複合し均一に散在する散孔材である。管孔の直径は年輪内ではあまり変化しない。道管の穿孔は多数

の横棒からなる階段状で，壁孔は小孔が交互状に密に配列する。道管および繊維仮道管にらせん肥厚があ

る。木部柔組織は散在状に分布する。放射組織は３～4細胞幅の異性で，上下端に方形細胞や直立細胞があ

り，道管との壁孔は小孔が密在する。横断面において髄は円形で，少し厚壁化した細胞よりなる。

⑩マタタビ属ＡＣ""j滋zActinidiaceaeFig､7-34～3６（YW-1383幹・枝材）

大型(150～350ﾉｕｍ）で円形の管孔が１～２層配列し，その後急に径を減じて散在する環孔材である。道

管は厚壁で年輪内を通じほとんど単独で分布し，内腔にはゴム様物質がある。周囲状柔組織と周囲仮道管

が顕著である。道管の穿孔は単一で，壁孔は対列状～階段状で，内壁に細いらせん肥厚が密にある。放射

組織は異'性で，主に直立細胞からなる単列のものと４列幅の紡錘形のものが多く，高さは様々で不揃いで

ある。４列幅のものは直立細胞からなる１～数細胞高の単列部を上下端にともない，紡錘形の部分は平伏

細胞からなり厚壁の平伏細胞が目立つ。道管との壁孔は小孔が交互状に密に配列し，木繊維にらせん肥厚

がある。横断面において髄は大きく，外周には直径の小さな厚壁の細胞が約６層あり，その内側は薄壁の

直径の大きな細胞からなる。

⑪グミ属Ｅ"gag7zz《sElaeagnaceaeFig､8-37～3９（YW-1306幹・枝材）

年輪の始めに厚壁で丸みをおびた小型(55～80ﾉｪ、）の管孔が密に並んで２～３層あり，その後除々に径

が小さくなり，年輪界付近では薄壁で多角形の極めて小さな管孔が分布する半環孔材である。管孔は年輪

内に密に分布するが年輪幅の広い部分では晩材部の分布はまばらになる。管孔は単独あるいは不規則に３

～数個が複合する。年輪界は放射組織の部分で樹皮側へ凸出する。接線方向に並ぶ傷害ゴム道がある。道

管の穿孔は単一で，壁孔は対列状～交互状で，内壁にらせん肥厚があり，内腔には褐色の充てん物がある。

木部柔組織は顕著で，接線状・周囲状・散在状である。放射組織はほぼ同性であるが，上下端に方形細胞

が混じるものもあり，幅は１～６細胞で，主に１細胞幅のものと５細胞幅でずんぐりとした紡錘形のもの

が多い。放射柔細胞の接線壁は厚く単壁孔が多数ある。横断面において髄は円形で大きく，薄壁で多角形

の大きな細胞からなり，所々に細胞壁が褐色で単壁孔の顕著な細胞が分布している。

⑫ムラサキシキプ属Ｑｚ"たαゆaVerbenaceaeFig､8-40～4２（YW-480幹・枝材）

小型(30～45浬、)で厚壁の管孔が，単独あるいは2～3個が放射方向に複合してまばらに分布する散孔材

である。管孔の直径は年輪内であまり変化しない。道管の穿孔は単一で，壁孔は非常に小さな小孔が交互

状に配列する。放射組織はｌ～3細胞幅の異性で，分布密度は高い。直立細胞からなる単列部が上下端にあ

り，２～3細胞幅の部分は主に平伏細胞からなるが直立細胞や方形細胞も混在する。ピスフレツクがある。

横断面において髄は円形で大きく，薄壁で多角形の細胞がハチの巣状に配列している。

4．考察

比較的まとまった数の木材化石を産したＴ層とＲ層の木材化石群は，いずれもコナラ属コナラ節が最

優占し，クリその他数種の落葉広葉樹をわずかに随伴するという点で共通性が高い。また，Ｔ層では堆積

の方向性をもっているのに対してＲ層では方向性をもたないという違いはあるものの，前者では砂・シル

トの葉理が発達する堆積物に包含され，後者では淘汰の悪い泥質堆積物に包含されており，これらの産状

からは木材化石群が水の営力によって多少とも掃き寄せられて形成されたものであることを示している。

辻ほか（1992）が概要を記載した花粉化石群・大型植物化石群と比較してみると，それら両者に比べて一

般に運搬距離が短い木材化石群は遺跡とその周囲の比較的近い範囲の植生を反映していることが指摘でき

る。すなわち，Ｔ層での花粉化石群はコナラ亜属が優占するものの落葉広葉樹とマツ属単維管束亜属・ツ

ガ属・トウヒ属など針葉樹が同等の頻度を占めるが，大型植物化石群はカシワ・コナラ・クリ果実をふつ

うに，マツ属単維管束亜属葉をわずかに含んでいる。このことは，コナラ亜属が近距離内に針葉樹が近距

離外に存在することを示唆している。また，Ｒ層での花粉化石群はコナラ亜属が最優占しハンノキ属など
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落葉広葉樹を随伴し，大型植物化石群はカシワ・クリ・ハンノキ・ミツデカエデ果実を含むが木本類に乏

しい。いずれも木材化石群で最優占するコナラ節が近距離内に優占することを示唆している。

伊東（1993）は滋賀県文化財保護協会が依頼した縄文早期と中期の木質遺物100点の樹種同定結果を報

告したが，そのうち縄文早期と明示されたものは55点である。詳細な層位が不明であるが，筆者らの各層

の産状調査からそれらのほとんどが同じくＴ層とＲ層から産出したものと判断される。記載された木材

化石を集約すると，コナラ節が22点を占め最優占する点で共通し，他の分類群にも共通種があるが，相違

点も見出される。すなわち，本報告で記録されなかったものに，クマシデ属Ｑｚゆ勉焔(原著ではシデＱｚ〆

P伽ｚｆｓｗ.，以下同様）・アカガシ亜属Ｑ脚g”z4ssubgen・Cyc姉α”Ojｳsfs(カシＱｚｨgｿ℃抑ｓｓｐｐ.）・カツラ

Ce”ｉ”ﾉ'y"〃”0〃ｊｃａ・クスノキ科Lauraceae・サクラ属（サクラＰｹ'z"zz4sspp.）・カエデ属Aceγ(カエ

デＡｃｅγspp.）・ムクロジＳｔＺＰ"ｄｉ４ｓ腕"たo”ＳＳｉ・サカキＣ妙e、”o"”・シャシャンボ１/2zcc勿勉"

6ｍc彫α如加・エゴノキＳｌＩｙｍｘ”o宛ｉｃａ・トネリコＦ７””z4s”o”ｊ“・キリＲz興勿z《ﾉ宛地＃o"e〃Csαの12分

類群がある。また種の階級でムラサキシキプＱｚ"たαゆajaponicaが同定されている。本報告での記録と伊

東（1993）の記録を集成すると，粟津湖底遺跡とその近距離内には木材化石群から知られる木本類として

24分類群を上げることができ，その産出傾向からコナラ属コナラ節を主とし温帯性の落葉広葉樹および常

緑広葉樹を随伴する植生が復元される。このような植生は現在のいわゆるナラ類を主要素とする中間温帯

林に類似したものといえよう。

能城・鈴木（1990）による三方湖沿岸の鳥浜貝塚における縄文時代前半期の木材化石群も縄文時代早期

に同様な森林植生が成立していたことを示している。すなわち，縄文草創期ではコナラ属コナラ節・ブナ

属・クリ・ハンノキ属ハンノキ節・イヌエンジュ・トネリコ属の多い落葉広葉樹林が成立していたが，前

期ではスギＣ”r0碗e””0"ｊｃａ・コナラ属アカガシ亜属・スダジイQzs施卸opsfs嘘60〃〃・ヤプツパキ

Ｑｚ”g"わ"0"/αzなど常緑広葉樹が多い植生へと明瞭に変化したことが示されており，縄文時代早期の記

録はほとんどないものの，両時期の移行的植生が成立していたことを示唆している。辻ほか（1992）は花

粉化石群・大型植物化石群・木材化石群の概要の集成にもとづいて，縄文時代早期を通じて粟津湖底遺跡

と周辺域の森林植生がコナラ・カシワといったナラ類など広葉樹と針葉樹からなる植生からコナラ・カシ

ワが優占する広葉樹林を経て常緑広葉樹を混在する植生へ変遷していったとし，このような森林植生の一

連の変化は完新世初頭の急速な気候の温暖化を反映したものであろうとしている。縄文時代早期を含む連

続的な花粉化石群の変遷が鳥浜貝塚（安田，１９７９；TAKAHARA＆TAKEoKA，1992）や，京都盆地北部の

深泥池（深泥池団体研究グループ，1976)，琵琶湖北東部の曽根沼（石田ほか，1984）などで知られるが，

放射性炭素年代で知られる同時期の花粉化石群はコナラ亜属が最優占し，わずかに常緑広葉樹のアカガシ

亜属などを混在することで特徴づけられ，同時期に類似の森林植生が広く成立していたことが花粉化石群

からも示唆される。粟津湖底遺跡における縄文時代早期の木材化石群は，そのような花粉化石群の示唆す

る落葉広葉樹林の主構成をより具体的なものにしたばかりでなく，遺跡とその近距離内の森林植生が縄文

時代早期の人間にとって食糧植物として重要なブナ科堅果類に富むものであることを示した点で意義があ

る。
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語である上に専門用語や内容理解の手助けとなる解説を要所に簡潔に注し入れてあるのでわかりやすい。

このシンポジウムは,貝塚発掘調査の途中で貝層や植物層が幾層にも重なり保存されていることが分かり，

縄文人の食生活の詳しい内容と季節性を知る貴重な貝塚であることが新聞紙上やテレビなどのマスコミを
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はシンポジウムのプログラムの順に組まれており，編者の序，基調講演５題，すなわち，石山貝塚から粟

津貝塚まで（坪井清足)，粟津貝塚の調査（伊庭功)，植物と環境の変遷史の中の粟津貝塚（辻誠一郎)，
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